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●串間市立図書館
　☎ 72－1177
●開館＝午前10時〜午後６時
●休館日＝毎週月曜日
●�ＨＰ＝https://www.city.kushima.

lg.jp/library/index.html

図書館に行こう

新刊情報
家康の血筋 （近衛 龍春／著）
風を紡ぐ （あさの あつこ／著）
銀座に住むのはまだ早い（小野寺 史宜／著）
猫にならって（佐川 光晴／著）
荒地の家族（佐藤 厚志／著）
大江戸奇巌城（芦辺 拓／著）
固結び （山本 一力／著）
川崎警察下流域（香納 諒一／著）

　春から新しい生活を始める人に
とって、この時期は断捨離をする
絶好の機会。そんな予定はない、
という方も新しい年度に向けて気
分転換にいかがでしょう。何から
手を付けていいか分からない、と
いう方はぜひ参考にしてください。
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　90歳の記念に祖母が計画した、
家族のための豪華絢

けん
爛
らん

な夕食会。
そこに秘められた16歳の日の出
会いと別れの記憶…。孫の綾乃
は祖母の生涯をたどり、語られ
ずにきた苦難と情熱を知る。『す
ばる』連載を単行本化。

　木の物語、犬の物語…。著者
自身のその後の進路や生き方に、
大きな影響を与えた本をテーマ
別に紹介する。「若草物語」「人間
失格」からアイディアを思いつ
き書かれた短編２編も収録する。

『Kaisei Web』連載を加筆し書
籍化。

「
断
捨
離
」特
集

今
月
の
テ
ー
マ
展
示

お知らせ

「春のおはなし会」
絵本の読み聞かせや手遊びなど、楽しい時間を過ごしましょう。
●日時＝３月25日（土） 午後２時～午後３時

SDGs の中身を見てみよう その４ 【問い合わせ先】
　総合政策課企画係☎ 55-1152

　SDGs「Sustainable Develop 
ment Goals」（持続可能な開発目
標）の中身について今回も紹介して
いきます。

８．�働きがいも 
経済成長も

　世界には働きたいと
思っているけれど仕事がない失業者
が約2.1億人いるといわれています。
そして、仕事があっても５人に１人
は十分な収入を得ることができず、
貧困から抜け出せずにいます。労働
時間や労働条件が厳しい環境で働か
なくてはいけない人も少なくありま
せん。
　働きがいがあり、十分な収入が得
られる仕事をディーセント・ワーク
といいます。貧富の差が拡大してい
るといわれる現在、地球のすべての
人が幸せに暮らすために、ディーセ
ント・ワークをいかに実現できるの
か、考えなくてはなりません。

　私たちの普段の暮らしにおいて考
えてみると、働き方改革やブラック
企業、過労死という言葉を耳にする
ことがあると思います。
　長時間働くことがよいことという
考えがある日本では、低い収入で長
時間働く、上司や社長の命令に逆ら
えないというブラック企業、働きす
ぎによる過労死が社会の問題として
存在しています。そこで現在、取り
上げられているのが働き方改革です。
仕事とプライベートの両方が充実し
たバランスのよい人生を送るにはど
んな働き方がよいか、家庭の中で話
し合ってみましょう。

９．�産業と技術革新の 
基礎をつくろう

　みんなが幸せで豊か
に暮らしていく世界をつくるには、
さまざまな産業が発展していくこと
が必要です。そのためには、大量生
産・大量消費の社会を変えて、限り

ある資源をうまく活用する持続可能
な仕組みをつくっていかなくてはな
りません。
　これには新しい技術を生み出すイ
ノベーション（技術革新）が欠かせ
ません。また、産業を支えていくに
はインフラが必要不可欠です。イン
フラは道路や鉄道、上下水道などの
ほか、インターネットのような情報
通信も産業を支える重要なインフラ
です。このようなインフラが破壊さ
れると、産業の発展が阻害されるこ
とはもちろん、普段の生活も大きな
影響を受けます。また、途上国では
まだまだインフラが整っていない国
や地域が多くあります。このような
地域では技術革新が難しく、産業の
発展が滞りがちです。
　これらの対策として、破壊に強い
強
きょう

靭
じん

なインフラを世界で導入してい
くことが、産業と技術革新の基礎を
つくることに必要不可欠な要素なの
です。
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旧
吉
松
家
住
宅
の
ひ
な
飾
り

　
３
月
３
日
。
女
の
子
の
健
や

か
な
成
長
と
健
康
を
祝
う
春
の

お
祭
り
、「
ひ
な
祭
り
」。
こ
の

日
に
ひ
な
人
形
を
飾
っ
た
り
、

ち
ら
し
寿
司
や
ケ
ー
キ
な
ど
ご

ち
そ
う
を
食
べ
た
り
し
て
お
祝

い
す
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
歴
史
は
古
く
、「
桃
の
節
句
」

（
３
月
３
日
は
旧
暦
で
桃
の
花

が
咲
く
時
期
な
の
で
桃
の
節
句

と
い
い
ま
す
）
の
起
源
は
中
国

に
あ
り
、
川
や
海
で
ケ
ガ
レ

を
祓は

ら

う
習
慣
が
日
本
に
伝
わ

り
、
人ひ

と
形が
た
で
身
体
を
撫な

で
て
川

に
流
す
行
事
へ
と
変
わ
り
、
こ

の
人ひ

と
形が
た

を
着
飾
っ
て
遊
ぶ
「
ひ

い
な
あ
そ
び
」
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
平
安
時
代
の
文
学

作
品
、『
源げ

ん

氏じ

物も
の

語が
た
り

』
に
「
ひ

い
な
あ
そ
び
」
が
登
場
し
、
こ

の
「
ひ
い
な
」
が
ひ
な
人
形
の

語
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に 

五ご

節せ
っ
句く

（
一
年
間
の
五
つ
の
節

句
）
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
８
８
７
年
頃
に
は

戦
争
に
勝
利
し
た
こ
と
で
伝
統

文
化
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う

機
運
が
高
ま
り
、
国
風
文
化
の

関
心
や
行
事
を
利
用
し
た
商
売

戦
略
が
合
わ
さ
っ
た
結
果
、
現

在
の
ひ
な
人
形
を
飾
る
ひ
な
祭

り
が
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
旧
吉
松
家
住
宅
で
は
、
ひ
な

祭
り
の
飾
り
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
住
宅
で
飾
ら
れ
る
ひ

な
人
形
は
寄
贈
さ
れ
た
も
の
も

多
い
た
め
、
雛ひ

な
壇だ
ん
に
よ
っ
て
お

顔
が
違
っ
た
り
着
物
の
模
様
が

違
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
色

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、

昨
年
の
ひ
な
人
形
の
飾
り
付
け

か
ら
、
ひ
な
人
形
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

仕
じ

丁
ちょう

。
お世話係で、 
掃除に使う道具を 
手に持っています。
泣き上戸、笑い上戸、
怒り上戸のトリオ。

かご、重箱、御
ご
所
しょ
車
ぐるま
（牛車）などを並べます。

五
ご

人
に ん

囃
ば や

子
し

。
能
の う

楽
が く

のお囃
は や

子
し

で、 
太
た い

鼓
こ

、大
お お

鼓
つづみ

、小
こ

鼓
つづみ

、
笛
ふ え

を担当する演奏
者と合唱する謡

うたい
の

５人です。大鼓は
大
お お

皮
か わ

鼓
つつみ

ともいわれ
ています。

婚礼道具のたんす、
鏡台、長持、針箱、
茶の湯道具、火鉢など
日常に使う道具が並びます。

「内
だい
裏
り
雛
びな
／お内

だい
裏
り
様
さま
」

男びなを向かって右に配することも。金の屏
びょう
風
ぶ
やぼんぼり、白

しろ
酒
ざけ
を飾り、段全体に緋

ひ
毛
もう
氈
せん
を敷き、

華やかさを演出するとともに、魔除けを意味します。
最上段

三段目

五段目

三
さん
人
にん
官
かん
女
じょ
。

両脇は立ち姿、中央は座り姿。
銚
ちょう
子
し
、三

さん
方
ぽう
、提

ひさ
子
げ
を持つ。

二段目

四段目

六段目

七段目

随
ずい
身
じん
。内裏雛から向かって右が

若く力強い右大臣、
左側は年老いた文武両道で
知性を持った左大臣。
２人の間にひし餅や
ひなあられを配置。
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問
　
ひ
な
祭
り
は
、
女
の
子
の
健

や
か
な
成
長
と
健
康
を
祝
う
、

形
を
変
え
な
が
ら
も
今
日
ま
で

続
い
て
き
た
日
本
の
伝
統
的
な

お
祭
り
で
す
。
美
し
い
日
本
家

屋
を
彩
る
ひ
な
人
形
た
ち
と
桃

の
節
句
を
お
祝
い
し
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
旧
吉
松
家
住
宅
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
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旧吉松家住宅での
ひな人形の飾り付けの様子	
（2022年２月撮影）
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